
 

  

概要 

 防災気象情報とは、大雨・台風・洪水などの自然災害から命を守るため、気象庁が発表する警報・注意報情報

などの総称で、令和８年５月２９日（金）から新しい防災気象情報の運用が始まります。 

 レベル３警報やレベル４危険警報が発表されたら、町からの避難指示等に留意いただくとともに、危険な場所

にいる方は早めの避難を心がけてください。 

新しい防災気象情報の体系とその名称 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主なポイント 

（１）警報・注意報の情報名に「レベル」が付記されます 

   →発表される警報・注意報の名称に、避難行動に対応した５段階の警戒レベルの数字をつけて発表します。 

（例：大雨警報→レベル３大雨警報） 

（２）「危険警報」の新設 

   →警戒レベル４相当情報として危険警報が新設されます。 

（３）河川氾濫の危険度の伝え方が変わります 

   →従来の「洪水注意報」「洪水警報」は廃止されます。今後は１級河川などの大河川以外は大雨の予報と 

一体化されます。 

参考 

（気象庁特設ページ） （一般向けリーフレット） （子供向けリーフレット） 

 

 

新しい防災気象情報の運用が始まります（令和 8 年 5 月 29 日より） 

担当：八百津町役場 防災安全室 
電話：0574-43-2111 ファックス：0574-43-0969 

【緊急安全確保】 
命の危険 直ちに安全確保！ 

【避難指示】 
危険な場所から全員避難 

 

【高齢者等避難】 
避難に時間を要する人は早めに避難 

避難行動を確認（避難場所や避難ル

ート、避難のタイミングなど 

災害への心構えを高める 


